
 
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
な
ん
て
の
ん
き

に
言
っ
て
い
た
が
、
ど
う
な
る
こ

と
か
と
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
３
月
も
終
わ
り
に

近
づ
き
驚
く
ほ
ど
の
感
染
者
数
の

減
少
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
い

コ
ロ
ナ
よ
、
我
々
人
間
を
お
ち
ょ

く
っ
と
る
の
か
と
言
い
た
い
ほ
ど

で
す
。
し
か
し
最
近
、
近
隣
で
の

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
は
、
今
ま
で

感
染
予
防
に
務
め
て
成
果
を
上
げ

て
い
た
施
設
な
ど
が
、
ま
さ
に
狙

わ
れ
た
よ
う
に
集
団
発
症
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
つ
ま
り
、
集
団
免
疫
が
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
幸
い
な
こ
と
に
、
多
く
の

人
々
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
、

重
症
化
率
も
低
下
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
多
く
の
人
々
が
自
ら
感
染

し
、
家
族
や
友
人
、
知
人
へ
の
や

む
を
得
な
い
感
染
の
伝
播
な
ど
に

よ
る
集
団
免
疫
の
構
築
な
ど
に
よ

り
、
５
月
連
休
明
け
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
５
類
へ
の
移
行

は
妥
当
な
も
の
に
な
り
そ
う
で

す
。
制
限
解
除
に
伴
い
感
染
拡
大

は
あ
る
程
度
は
起
こ
る
で
し
ょ
う

が
、
そ
れ
に
よ
り
集
団
免
疫
が
よ

り
強
固
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。 

今
年
の
新
入
職
員
は
今
ま
で
と
は

違
い
歓
迎
会
も
し
て
も
ら
え
る
で

し
ょ
う
か
。
盛
大
な
忘
年
会
も
開

催
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
是
非
今

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
な
か
っ

た
分
も
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
一
番
は
な
ん
と
言
っ
て

も
少
し
で
も
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い

環
境
下
で
仕
事
が
出
来
る
こ
と
が

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
家
族
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
こ
と

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
と
言
え
る
か
ど

う
か
は
、
疑
問
符
の
つ
く
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
田
野
病
院
で

は
増
改
築
が
終
了
し
救
急
患
者
の

受
け
入
れ
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
、
受
け
入
れ
件
数
も
増
加
可
能

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
今
、
ま
さ
に
私
が
こ
の
原
稿

を
書
い
て
い
る
本
日
（
日
曜
日
）

朝
に
満
床
と
な
り
、
救
急
患
者
の

受
け
入
れ
お
断
り
が
既
に
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
増
床
は
し
た
け
れ

ど
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
な
っ
た
け

れ
ど
前
と
一
緒
で
は
残
念
な
限
り

で
す
。
更
に
一
工
夫
が
必
要
な
様

で
す
。
職
員
全
員
の
知
恵
を
集
め

て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 
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今回の研修で学び得たことを教えて下さい。 

研修中、一番印象に残ったことがあれば教えてください。 

指導医、職員の印象を教えてください。 

今回の研修を経て、改めて、どのような医師を目指されますか？ 

当法人にて、地域医療研修に取り組まれた 

研修医の先生をご紹介します。 ４ 

３ 
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百渓
ももたに

 さゆり 研修医 
（大阪医科薬科大学病院） 

出身地：和歌山市 

出身大学：東京女子医科大学 

趣味：ダイビング、バレーボール、読書 

 初めまして３月２７日より医療法人臼井会田野病院の常勤医師として勤務 

しています。外科医の浦松 壮一郎（うらまつ そういちろう）と申します。 

出身は高知県南国市です。杏林大学卒業後、外科の研修は高知大学の第二外 

科（胸部外科）で行い心臓、肺、乳房、消化器外科などの基本を学び、麻酔、 

救急を姫路赤十字病院と栃木の石橋総合病院で経験しました。 

私は小さいころから肥満でした。リバウンドを起こさない有効な肥満治療 

は発見されておらず、永続的な肥満治療は外科治療が唯一の希望でした。そ 

のため、アメリカ合衆国のテネシー州メンフィスのテネシー大学に２年半留学して 283 例の胃バイ

パス術（肥満外科手術）を経験しました。日本に帰国してからようやく保険適応された胃縮小術を

私は患者として受けました。その後、父の運営する南国厚生病院が医師不足となり、病院長として

勤務し外科医として働いていましたが、整形外科、内科ができなければ地域での高齢者医療はでき

ないと思い知らされました。そのために、総合診療医を目指し日々努力してまいりました。  

土佐長岡郡医師会では庶務を担当しておりました。高知県災害医療コーディネーター（中央 

東支部）、南国市防災会議の専門委員・医療救護部会委員を委嘱され、医師会では高知空港緊急計

画連絡協議会専門部会委員など土佐長岡郡医師会の災害救急医療の委員長を務めました。日本医師

会からは死体検案研修（上級）・死亡時画像診断（Ai）研修会を修了して、警察協力医として Ai を

はじめ多数の死体検案を行いました。その他、学校医や産業医など様々な活動を行ってきました。

地道に地域の医療に携わり、南国市、高知県警察、陸上自衛隊高知駐屯地様より感謝状をいただく

など、私なりにこの地域に貢献はできたと思っております。 

とは言いましても今年 61歳になります。寄る年波には勝てず、２４時間携帯に縛られる生活を 

負担と感じ始めました。そろそろ管理職は引退して私を必要とする場所で医師として貢献したいと

思い、新天地として田野病院で勤務させていただくことになりました。決めた理由は、理事長先

生、院長先生の掲げられている“地域の皆様に信頼される医療機関”と“共生”という理念がすばらし

く共感したからです。田野病院の医療活動のより一層の充実がはかれるように、精一杯尽力したい

と思います。   

これからもどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

常勤医師着任のお知らせ 



 

動脈硬化はわかりにくい概念ですので、その結果として発生することに注目しますと、

細い血管は狭くなり、大きな血管が拡張する、ということです。 

血管が細くなると血流が制限され、その栄養臓器は充分な血流が得られなくなります

（これを虚血と言います）。虚血が進むと梗塞になります。梗塞とは細胞が壊死したという

ことを意味し、心筋梗塞や脳梗塞が代表的です。一度壊死を起こすと生涯にわたりその後

遺症が残ってしまいます。 

太い血管が拡張したものは動脈瘤であり、一度拡張した血管は、その壁が引き延ばされ

て弱くなっているため、その後も拡張を続け、やがて血圧に負けて破裂し、大出血をきた

しますので、生命の危機と直結する病態です。 

動脈硬化はそれ自体ではつらいことや痛いことなどの症状を出すわけではありません

が、上記のように臓器の梗塞や動脈瘤という形で生活を脅かす病態を作り出してくる、そ

の「おおもとの病態」ということが言えます。 

厄介なことは、動脈硬化は現在の医学では動脈硬化は治すことができず、かつ、ほとん

どの場合は進行しています。ですので、動脈硬化に対して可能なことは何かと言うと、生

活を改善して、動脈硬化の進行を可能な限り遅らせるということです。できることなら大

きな問題（虚血・梗塞や瘤化）が起きるその前に、生活改善することが望ましいわけです

が、一度問題が発生してからでも、もちろん遅いわけはありません。そこで気付いてさら

にその次を起こさないことはとても意味があることです。 

生活の改善とは、主として食事と運動です。好きなものを 

好きなだけ食べるのではなく、バランスの取れた食事を適切 

な量で摂取し、至適な運動を日々継続するということが大切 

です。 

日々の地道な努力を継続することは、なかなか難しく、 

強い意志も必要ですが、将来自分が元気でいるための 

労力ですので、惜しまず行っていただきたいものです。 












